
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   
 
学 校 名       

 
山県市立大桑小学校 

 
実 施 期 間 

 
平成２５年１１月１０日(日) 

 
実 施 概 要 

 

・２回目となる「かしの木フｴステｲバル」を実施した。午前中は小

学校の活動に地域の方々を招待し、午後は公民館活動のワークシ

ョップに小学生が参加した。また、昼食にはサークルのメンバー

が作った味ご飯やそば・パン・菓子を提供した。また、学校側も

ＰＴＡ役員が中心となって大鍋で豚汁を作り提供した。終日、日

曜参観の扱い。４００名以上の参加者で賑やかに触れあう活動が

展開できた。 

 
実 施 内 容 

 
 

 
学習・取組の分野 
 □自然   □歴史   ■文化   □産業   □その他  
 
公開の方法 
 □授業公開 □成果発表 □交流活動 □講演会等 
 
 ■地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
 

 
保 護 者 

 
               ７０人 

 
 
       計    ４２０人 
 

 
地域関係者 

 
              ３５０人 

 
実 施 状 況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
〔小学校の部〕９：３０～１１：３０ 

小学生の企画した「遊びのお店」を展開。地域住民をお客さん
として迎え、ボーリング、魚釣り、的当てなど６つのお店を開
店 

〔昼食〕１１：３０～ 
  味ご飯、そば、パン・菓子・豚汁などの振る舞い 
〔公民館の部〕１３：００～ 
  各サークルの作品展示や舞台発表など。 
  小学生もカラオケに飛び入り参加した。 
  体育館では「スカットボール」の体験をした。 
〔抽選会〕１６：００～ 
  公民館の「お楽しみ抽選会」 
 
・地域の方と子どもたちの楽しいふれあいの時間となった。 
 

 
成果及び課題 

 
 
 
 

  
○「今年も子どもたちと楽しいひとときを過ごせた」と大変好評で
あった。 

○学校と公民館が事務局となり進めてきた。昨年、食事の面で量的
に少なかったが、今年は、予算面でも見直し、満足してもらえる
レベルを確保できた。 

○今後も、このように地域と学校との結びつきを深め、地域を盛り
上げることに学校が一翼を担っていけたらよいと考える。 

  


